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論文内容の要旨
本論文は、ユーザインタフェース (UI)の裏側に存在するデータ構造に着目し、システムが取り扱う対象のデータ
構造を生かして適切にシステム構築に採り入れることで、 UI 構築の生産性向上を図ったものである。ハードウエア
の高性能化に伴い、グラフイカルユーザインタフェース (GUI)を備えたシステムや携帯電話応用システムが求めら
れるようになり、産業応用システム等の大規模システムの開発では、これらの UI 構築の生産性向上が重要な問題と
なっていた。
まず、 GUI を備えたシステムの生産性の向上では、応用プログラム (AP) の中の視覚化したいデータ構造や手続
きに着目し、 AP 中のデータ構造と手続きから暫定 GUI を生成し、 AP を動作させながら暫定 GUI を視覚的に編集し
て GUI を完成させる、 GUI 構築技術を実現した。プラント監視制御システムの一部分に適用したところ、生産工数
を 112 に削減できた。また、 AP 内で動的に GUI 部品が生成される場合について、クラスライブラリ間の連携記述に
よるクラス定義手法とその視覚的プログラミング環境による、 GUI 構築手法を実現した。
次に、携帯電話応用システムの生産性の向上では、携帯電話での視覚化技術として、プラント監視制御システムの
監視対象設備とその関係に着目し、設備とその関係からグラフ構造を作成し、これを利用して状況に応じて注目設備
を表示する視覚化技術を実現した。これにより、生産工数を従来よりも大幅に削減でき、緊急時でも使い易い UI を
提供できた。
また、携帯電話でのインタラクション構築技術として、産業応用分野で必要となる、図面上でアイコンを通じたア
プリケーション処理を可能とするため、インタラクション記述部分とその配分に着目し、インタラクションロジック
の分割、端末依存 API の隠蔽等を組合せたインタラクション構築技術を実現した。これにより、アイコン利用のイン
タラクションと円滑性を兼ね備えたシステムを構築でき、生産工数を低減できることを示した。
論文審査の結果の要旨
本論文は、ユーザインタフェース (UI)の裏側に存在するデータ構造に着目し、システムが取り扱う対象のデータ
構造を生かして適切にシステム構築に採り入れることで、 UI 構築の生産性向上を図ったものである。ハードウエア
の高性能化に伴い、グラフイカルユーザインタフェース (GUI)を備えたシステムや携帯電話応用システムが求めら
れるようになり、産業応用システム等の大規模システムの開発では、これらの UI 構築の生産性向上が重要な問題と
なっていた。
まず、 GUI を備えたシステムの生産性の向上では、応用プログラム (AP) の中の視覚化したいデータ構造や手続
きに着目し、 AP 中のデータ構造と手続きから暫定 GUI を生成し、 AP を動作させながら暫定 GUI を視覚的に編集し
て GUI を完成させる、 GUI 構築技術を実現した。プラント監視制御システムの一部分に適用したところ、生産工数
を 112 に削減できた。また、 AP 内で動的に GUI 部品が生成される場合について、クラスライブラリ聞の連携記述に
よるクラス定義手法とその視覚的プログラミング環境による、 GUI 構築手法を実現した。
次に、携帯電話応用システムの生産性の向上では、携帯電話での視覚化技術として、プラント監視制御システムの
監視対象設備とその関係に着目し、設備とその関係からグラフ構造を作成し、これを利用して状況に応じて注目設備
を表示する視覚化技術を実現した。これにより、生産工数を従来よりも大幅に削減でき、緊急時でも使い易い UI を
提供できた。
また、携帯電話でのインタラクション構築技術として、産業応用分野で必要となる、図面上でアイコンを通じたア
プリケーション処理を可能とするため、インタラクション記述部分とその配分に着目し、インタラクションロジック
の分割、端末依存 API の隠蔽等を組合せたインタラクション構築技術を実現した。これにより、アイコン利用のイン
タラクションと円滑性を兼ね備えたシステムを構築でき、生産工数を低減できることを示した。
以上のように、本論文はユーザインタフェース構築の生産性向上の方法論に寄与するものであり、その有効性も実
システムで確認されており、学術論文として価値あるものと認める。
向。
